
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

B B

A A

A A

A A

A A

●健康・体つくり A A

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B

●特別支援教育の充実 A A

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

重点取組
具体的取組

最終評価

・校外でのボランティア活動は、生徒にとって貴重な
体験・経験となるだけでなく、地域の方が三養基高
校生を身近に感じられる良い機会でもありますの
で、今後も継続していただければ幸いです。
・魅力発信の一つとしてインスタを始められました
が、動画の再生回数をみても良いＰＲになっている
と思います。個人情報など投稿するにもチェックが大
変だとは思いますが、今後も学校行事や普段の様
子など、フォロアーの一人として楽しみにしていま
す。
・特にSNSによる広報活動は効果があると思いま
す。生徒主体でよいかと思います。

６　総合評価・

　　次年度への展望

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

★実践的・体験的な学習活動の充実
★学校の魅力発信のための体制の強化と情報
発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合を８０％以上、教職員の割合を９０％以
上にする。

・みやき町役場と連携したボランティア活動等と
関連した教育活動を年１５回以上実施する。
・「学校魅力強化委員会」を主体として、組織的・
継続的に学校の教育活動の活性化を図る。
・ＨＰ、ＳＮＳ等を活用し、学校の魅力を積極的に
発信する。インスタグラムの随時更新を行う。
・地域への貢献として年間２回の生徒会主体の
全学年清掃活動を行う。 A

・「自分の学校を中学生に勧めることができる」と回
答した生徒が８８％、教職員が９５％と、目標を達成
する結果となった。
・ボランティア活動について、みやき町と連携した活
動が２３件、生徒の自主的活動が数件と、目標を達
成できた。
・SNSによる広報活動について、生徒が主体となっ
て、クラスマッチや講演会、修学旅行などをインスタ
グラムに投稿した。８本の投稿動画の再生回数は
合計で３万５千回を超えている。また、学校HPの記
事を年間２０回程度更新した。
・生徒会が主体となり、町内清掃ボランティアの活
動区域の下見や準備等を積極的に行った。また、
部活動ごとに、学校周辺の清掃活動などのボラン
ティア活動を年間５回程度実施した。

A

・取組によっては成果指標が達成できており、評価できる項目が多かったが、本校の課題がより明確に把握できるように成果指標を改善していく。
・学力の向上について、家庭学習の充実を図る取組を進める必要がある。今後、面談の場で、教員が生徒の家庭学習の状況を聞き取り、生徒に対して何をどのように取り組む方がよいかを具体的にアドバ
イスするなどの取組を進める。
・国公立大学の合格者数が３年連続で５０名を超えており、進学指導の体制が確立されている状態であると捉えている。一方、月の時間外在校等時間が４５時間を超える職員の割合が、４～１月の１月当た
り平均で３４.６％と課題を残す結果となっている。今後、例えばベテランと若手が指導のノウハウを情報共有する職員研修や公開授業による教員の相互参観などの指導力向上についての組織的な取組を
進め、生徒の進路希望の実現と時間外在校等時間の縮減を図る。

・「平均睡眠時間６時間以上」の生徒が８０％と、目
標を達成する結果となった。
・朝食摂取率が９２％と、目標を達成した。
・内科的症状での保健室への来室者数は前年度よ
り４５件少なくなったが、前年度比９４％とやや課題
を残す結果となった。
・「健康に食事は大切である」と考える生徒が１０
０％と、目標を達成する結果となった。

・睡眠時間と朝食摂取で目標を達成できており、健
康への意識醸成が図られ定着してきていると感じま
した。
・心の不調で保健室を利用される生徒が多くいるよ
うですが、勉強や友人関係など不安も多い時期に、
保健室が生徒にとって安心できて心を落ち着かせる
場所となっていることの裏返しでもあり、学校内に休
まる居場所があることは非常に大切なことだと思い
ます。保健室のあり方の一つとして、今後も居場所
であり」続けることを望みます。
・保護者の方も頑張られていらっしゃるのではと思い
ます。

○特別支援教育に関する教員の専門性と意識
の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上したと
回答した教員の割合を７０％以上にする。

・特別支援教育に関する研修会を実施する。
・スクールカウンセラーとの連携を図り、関係者
間で情報を共有する。

・「特別支援教育に関する専門性が向上した」と回
答した教員の割合が８７％と、目標を達成する結果
となった。

・特になし

●学力の向上

○家庭学習の充実
○教員の指導力向上

・担任は面談や日々の記録を活用して学習状況を
把握し、家庭学習の充実を図った。学校評価アン
ケートの「家庭学習の取組」の項目において、良い・
ほぼ良いと回答した割合が職員で６８％、保護者で
６７％であったが、生徒自身では５７％とやや課題を
残す結果となった。
・３学期の１・２年生の学習時間調査では、学年末
考査前にも関わらず１日平均１.５時間以下と物足り
ない結果となった。
・今後も、授業と家庭学習の充実を図り、学習内容
の理解と定着につながることを意識させたい。
・公開授業を年間８回実施した。職員が参観して、
指導法について意見交換を行った。

学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

・７月に実施した「さがを誇りに思う講演会」後のア
ンケートでは、「講演の内容が良かった」と感じた生
徒の割合は９８％を超えており、「郷土の価値を再
認識できた」生徒の割合も９５％と目標を達成する
結果となった。
・１２月に実施したアンケートでは、「佐賀には誇れ
るところがある」と回答した生徒の割合が７７％、
「佐賀に誇りや愛着を感じている」と回答した生徒の
割合が７５％と、やや課題を残す結果となった。

・成長過程の中、まだ課題を残す結果ということです
が、これからに期待をしたいと思っています。
・数値的には一層の努力が必要だと感じました。

・各学年で進路講演会を実施する。
・進路検討会(３年２回)、教科担当者会(３年１
回、２年２回、１年２回)、出願検討会(３年１回)を
実施し、職員間での情報共有と改善策の検討を
行う。

・進路講演会を、３年生徒対象に２回、２年保護者
対象に１回、１年保護者対象に１回実施した。
・進路検討会(３年)を２回、出願検討会(３年）を１回
実施した。
・教科担当者会を３年で１回、２年で３回、１年で２
回実施し、情報共有を図った。
・模試ごとに統計資料を配付し、職員間での情報共
有と改善策の検討に役立てた。

・国公立大学の合格者数が3年連続で50名を超えた
ということで、改めて三養基高校は進学校であると
いう確かな評価を得た素晴らしい成果だと思いま
す。
・講演会や検討会等による情報共有が活かされて
いるかと思います。
・先生方が持つ受験対策のノウハウを、学校全体で
蓄積していくという意識も感じました。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
○月の時間外在校等時間が４５時間を超える職
員の割合を３０％以下にする。

・定時退勤日を毎週月曜日に設定する。
・部活動休養日は、年間平均週２日確保する。
・持続可能の観点から、校務分掌での業務のス
リム化、効率化を図る。

・月の時間外在校等時間が４５時間を超える職員
の割合が、４～１月の１月当たり平均で３４．６％と、
やや課題を残す結果となった。

・文武両道は三養基高校の魅力の一つであり、先生
方も想いをもって部活動に取り組まれていて、時間
削減が難しいようであれば、学校独自の数値目標な
ので見直しても良いと思います。
・時間外在校等時間が減ることが良いと思います
が、課題を家に持ち帰ることがないといいと思いま
す。

●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

○「平均睡眠時間６時間以上」の生徒の割合を
７０％以上にする。
○生徒の朝食摂取率を９０％以上にする。
○内科的症状での保健室への来室者数を前年
度比で９０％以下にする。
●「健康に食事は大切である」と考える生徒の
割合を８０％以上にする。

・「保健・食育だより」の発行。
・担任及び保健委員会からHRでの声かけの実
施。
・保健室来室者への個別指導。

成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

○進路意識の啓発と進路希望の達成 ○国公立大学合格者５０名、近隣有名私立大学
合格者１００名を目指す。

・「人の役に立つ行動ができた」が５４％は謙虚な三
養基高校生らしい数字ですね。
・生徒が「人の役に立つ行動ができた」と回答できる
よう、町からも生徒の興味や関心に合うような多様
なボランティア活動を紹介し、もっとマッチングできる
ようにしたいと思います。
・道徳教育は、人間形成の上でとても大事と思って
います。卒業式に参加させていただき、生徒の表情
や行動から豊かな心が育てていると感じました。

◎★ふるさと佐賀への思いを醸成するための教
育活動の推進

・生徒自身の５７％は「もっとしなくてはいけない」や
「もっとできる」と感じているのではと思います。
・家庭学習の具体的な方法を提示しながら「しっかり
取り組もう」と励ましてください。
・特に運動部の生徒は3年生の高校総体が終われ
ば受験モードに切り替えて勉強に集中するというパ
ターンが多いでしょうから、1～2年生の間は授業に
ついていけるレベルをキープできていれば最低限大
丈夫ではないかと思います。
・アンケートでは「理解できている」51%、「だいたい理
解できている」44%となっています。家庭学習の時間
を増やすために単純に宿題の量を増やすといったこ
とがないよう願います。

・「ＳＮＳの利用に伴う情報モラルがある」と回答した
生徒が９９％、「心身の健康や病気予防の意識があ
る」と回答した生徒が９２％、「防犯意識が高まった」
と回答した生徒が９３％と、やや課題を残す結果と
なった。
・全校集会などでの注意喚起を予定通り実施した。
・第２回いじめアンケートや担任面談において、生
徒との関係を密にして情報収集に努めた。対策委
員会でも、丁寧な議論を重ね、組織的な対応を計
画し問題対応をすることができた。
・いじめの重大事態は年間０件である。

・デリケートな対応を求められる事案だと思います
が、きちんと校長先生にまで情報共有されており、
学校として組織的に対応されていて素晴らしいと思
います。
・アンケートで目標を達成していることは、道徳教育
の充実も一因ではないかと思います。
・細かく丁寧に指導されていると感じます。
・日々些細な案件はあったかと思いますが、そのよ
うな案件を過小評価せず丁寧に対応された結果が
「いじめの重大事態０件」だと思います。

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

【スクール・ミッション】○旧制三養基中学校創設以来培ってきた地域との協働による学びを深め、地域社会に貢献する人材を育成する。

　　　　　　　　　　　　○帰国・外国人生徒等の教育拠点校として、多文化共生教育を推進する。

【学校教育目標】平和な国家及び社会に有為の人材を育成するため、校訓「質実剛健」のもと、自主自律の精神の涵養を通して、知・徳・体の調和のとれた教育を

　　　　　　　　目指す。

３　スクール・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立三養基高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・三養基高校で学びたいという強い意志を持ち、学習習慣と基本的な学

力を身につけた生徒を求めます。

・教科学習、ホームルーム活動、生徒会活動、学校行事、部活動、ボラ

ンティア活動等に、積極的に粘り強く取り組む生徒を求めます。

・高校生活を通して自主自律の精神を養い、これからの社会に貢献して

いこうとする意欲を持った生徒を求めます。

・生徒が主体的に学習を進める場面を重視し、言語能力、思考力、表現

力等を育む授業を行います。

・「総合的な探究の時間」に「地域課題研究」に取り組み、探究の手法

を身につけるとともに、進んで地域に貢献しようとする心を育みます。

・講演会や「進路研究」、担任による個人面談等を通して、自ら主体的

に進路を切り開いていこうとする意識を育みます。

・異文化や多文化共生についての理解を深め、幅広い視野と豊かな人間

性を育みます。

・互いに違いを認め合い、共に生きる社会を築いていこうとする態度

を身につけます。

・自主自律の精神、目標に向けて努力を貫徹する力、未知や困難に対

して果敢に挑戦する精神を身につけます。

・幅広い進路先で活躍するための、知識・技能、思考力、判断力、表

現力等を身につけます。

・社会への関心を高め、課題の解決に協働して取り組む力を身につけ

ます。

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

前年度は、「ＳＡＧＡ唯一無二の学校魅力化実践事業」の「ＳＡＧＡスマート・ラーニング（ＳＳＬ）指定校」での取組を拡充させ、町と学校の距離を縮めた。今年度は、さらに地域との関りを深め、ＳＮＳ等も活用して広報活動を充実させてい

く。学力の向上については、家庭学習を充実させるため、生徒一人ひとりの学習意欲の向上や主体性を育むことを目指して、課題や授業の質を高めていく取組を進める。

４　本

年度の

重点目

標

①　自主自律と相互尊重の精神を備えた生徒の育成

②　主体的・対話的で深い学びの充実による学力向

上

③　社会に開かれた教育課程の推進

④　安全・安心な学校生活のための環境整備

⑤　生徒募集と広報の充実

５　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

◎アンケートで「佐賀には誇れるところがある」と
回答した生徒の割合を８０％以上、「佐賀県に誇
りや愛着を感じる・どちらかというと感じる」と回
答した生徒の割合を８０％以上にする。
◎★郷土の人材を活用した講演会を年間１回開
催し、「講演会後のアンケート」で、「郷土の価値
を再認識することができた」と回答した生徒の割
合を９０％以上にする。

・１・２学期に「佐賀語り」を読む時間を「朝読書
等の時間」に５日間ずつ設けるとともに、１年生
は総合的な探究の時間の地域課題研究との連
携も図りながら佐賀の魅力について学ぶ。
・「さがを誇りに思う教育推進事業」を利用して講
師を招聘し、全学年に講演会を実施することで、
郷土の価値の再認識につなげる。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○学校評価アンケートの「ＳＮＳの利用に伴う自
分の心身の健康や病気に対する予防や防犯の
意識は高まりましたか」で、高まったと回答する
生徒の割合を９５％以上にする。
○いじめの覚知・認知を法のもと適切に行い、
いじめの解消を１００％にする。
○いじめの重大事態を０件にする。

・防犯講話や集会等でＳＮＳについて注意喚起
し、いじめ誘発等の原因や加害者とならないた
めの予防的対応を行う。
・全校集会、学年集会などの講話で、他者理解
をする態度や協調性の育成を図る。
・面談等を通して、生徒と積極的に情報共有を
行う。
・いじめの対応について研修会を実施する。

○学校評価アンケートの「家庭学習の取組」の
項目において、良い・ほぼ良いと回答する割合
を、職員・生徒・保護者すべての割合を７０％以
上にする。
○家庭学習（平日）２時間以上の生徒の割合を
９０％以上にする。
○授業評価の「授業は理解できていますか」の
項目において「理解できている」と回答する生徒
の割合を７５％以上にする。

・完全下校の時間（１９：２０）を厳守させること
で、帰宅後の学習時間の確保を図る。
・日々の記録などを用いて生徒の生活リズムを
把握し、面談などを通して学習習慣の定着を図
る。
・手帳によるスケジュール管理や振り返りを行う
ことで、自ら学びに向かう態度を育成する。
・公開授業や授業研究会を実施し、指導方法や
評価方法の研究を進める。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○道徳教育全体計画及び人権・同和教育年間
指導計画に基づいて授業や指導を行った教員
の割合を９０％以上にする。
○学校評価アンケートの「人の役に立つ行動や
集団の中での自分のあるべき姿を意識した行動
ができた」と回答する生徒の割合を８０％以上に
する。

・各教科、特別活動、総合的な探究の時間、各
種講演会、読書の時間、清掃活動などのボラン
ティア活動、地域社会との関わりを深める取組
など、あらゆる機会をとらえて心の教育を行う。

・道徳教育全体計画及び人権・同和教育年間指導
計画に基づき授業や指導を行った教員の割合が９
３％と目標を達成する結果となった。
・「人の役に立つ行動ができた」と回答した生徒が５
４％と課題を残し、「集団の中での自分のあるべき
姿を意識した行動ができた」と回答した生徒が９０％
と目標を達成する結果となった。

最終評価 学校関係者評価

取組内容


